
― 16 ―

■　　■

म՝ݚ　̍
ᶃ 　パターン作の基ૅ知ࣝ、技術のश

ಘ
指定されたσβインըに基ͮきアルス

式ルールによるパターンの作

ᶄ　靴の製法とߏ造、その特の知ࣝの
शಘ
セメント、マッέイ、グッドイϠー、

スςッチμウン、オパンέ、インジΣク
シϣン、バルカφイズ、ストローϕル

ᶅ　革のछ類や性質、దした部Ґや製品
の理解
カーϑやスςア、メンズやレσΟー

ス、カジュアルかエレガンスなどదࡐద
所にマςリアルを使い分ける

ᶆ　プロトタイプの作
木ܕをબび、その木ܕにあわせてσβ

インըをඳき、素ࡐ、ιールやώールを
બんでパターンを作する

ᶇ　ا業๚問、లࣔ会のֶݟ
タンφーや製造工、اըࣨ、ϛカム

やリニアϖレのలࣔ会、上͛ృ料をѻ
う工を๚問
　　
ᶈ　ଔ業試ݧ　（࣮技、ච記、面接）

３日間にって、༩えられたσβイン
ըによるパターンの作、国ࡍαイズの
違いやパターンの基本ルールの֬ೝ試
生ె３໊のグループσΟ、３໊ࢣߨ、ݧ
スカッシϣン形式による質ٙ応

Ξϧεࡍࠃݚߍֶۺमମهݧ
　　　ʢฏ��݄̔��ʙ��݄��ʣ

修生　　ా　　ݚ
　　　স　ݹ

ετϩʔϕϧαϯϓϧ࡞
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म༰ͱఔݚ　̎
８月28日ʙ11月24日（89日間）
ୈ̍िɿ アルスのルールと靴の基本のߨ

ٛ
ୈ２ʙ̕िɿパターン作の反෮練श
ୈ10ʙ12िɿプロトタイプ作
ୈ13िɿଔ業試ݧ

ि間スέジュール
月༵日から༵ۚ日

（みٳはன࣌から14࣌13）࣌から17࣌̕
ຖि月༵日に.0N%": 5&45が行わ
れる。
先िの෮शにアレンジを加えた応用力
が問われる。

༵日、日༵日、ॕ日（ݚ修ظ間中のॕ
日は11月̍日人の日のみ）はٳ校

༰ٛߨ　̏
ᶃ　パターン࣮श

σβインごとにҟなるパターンをアル
ス式のルールにԊって作する。

パンプス、μーϏー、オックスϑΥー
ドの基本を׆かして、αンμル、ロー
ϑΝー、ϒーπなども作する。

さらに応用してモカシン、ࠨӈඇର
শ、ϒーπなどのσβインがみ߹わさ
り、２つ以上のルールを使用するෳ雑な
ものを作する。

֤σβインごとにB"4&4H&--からҟ
なるスプリングを取り、それをσβイン
ごとの原ܕとして、その都度ϖーパーς
ストと言われるࢴのアッパーで木ܕにඃ
せてチΣックする。

ຖि༵ۚ日に指定されたσβインの断
ちܕまで作って෧に入れて提出。

ᶄ　ٛߨ
スライドやϏσオをݟながら、靴のߏ

造や製法をֶぶ。
木ܕについて、αンμルやパンプス、

ϒーπなどそれͧれにదした特性を࣮ࡍ
の木ܕや靴を用いてֶशする。

िに̍度か２度程度、ෆ定ظにٛߨが
あり国ࡍαイズのൺֱ、インチやセンチ
表記の国による違いの֬ೝがその都度行
われる。

革のาཹまりのࢉܭ方法、皮革によっ
てࢉܭ方法がมわり、どうすればޮよ
くࡋ断が出来るかなどを࣮ࡍのパターン
を用いて࣮ଌする。

त業は基本తに英語、イタリア語で進
められ、25໊の生ెがイタリア語が話せ
る人とそうでない人とで分けられ、私た

ϓϩτλΠϓൃදձ
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ちは基本తに英語のみのクラスだった。

ᶅ　లࣔ会、工ֶݟ
ϛカム　ٳ日なので֤自でֶݟ。

　リニアϖレ　ࢣߨにҾされ、木اܕ
業、タンφーの方の説明を受けた。ٙ問
についての解説もあり、その後֤自気
になったϒースを自由ֶݟ。

　"N"B&--&　්人靴メーカー。اըか
ら製造まで̍つのݐ物で作るઃ備があり
（アッパーは外がओ）اըから上͛
ࠝแまでの流れをֶݟ。

　B0N"6%0　タンφー。ゴートやシー
プなどの小がメイン。クロム鞣しもタ
ンニン鞣しもผ々のタイコがあり、鞣し
からછ৭上͛までの流れをֶݟ。

　,&N%" '"3B&N　છ৭ృ料、接着剤
の製造、上͛加工。

にプロトタイプで作った作品をછࡍ࣮　　
৭、２࣍加工してもらう。

मՌݚ　̐
89日間という長いようであっという間の

ւ外ݚ修で、イタリア、ϛラϊのアルス国
。靴ֶӃに通うことが出来ましたࡍ

特にܙまれたڥでֶぶことが出来、ෆ
自由さを感͡ずにաごせた事が、一番࣌間
がૣく感͡たཁҼだと感ँしております。
ֶ校と॓ࣷは同͡ݐ物内にあり、ே準備を
してエレϕーターで下に߱りるとすぐに
ڥれない׳でした。त業が終わってࣨڭ
でととになっても、すぐに上にあがれ
ばٳめるのでどんなに遅くまで作業をして
も、࣍の日までർれが残ることがありませ
んでした。

そのようなܙまれたڥの中でさま͟ま
な国の年代も違うクラスメートたちととも
にֶび、ڭえあい、助け߹ったり、࣌には
ライバルとしてෛけん気を持つこともあっ
たので、とても身になったೱい３ϲ月にす
ることが出来ました。

私たちݚ修生はڞに都立東৬業力։
発センター台東分校製くつՊでࢴܕをशっ
たϕースがあったので、࠷ॳのಋ入部分が
とてもスムーズに入ることが出来ました。
クラスメートの大は家族が靴メーカーを
はॳࢴܕ、Ӧしている人だったのですがܦ
めて作る人ばかりでした。私たちはアドバ
ンςージを生かし、作業をૣく進めると、
それに߹わせて追加՝題を出していただき

ϓϩτλΠϓண৭
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クラスメートよりも一ܕでも多く作れるよ
うになってؼ国するという目ඪが出来まし
た。

目ඪを持って࠷ॳの̕ि間の反෮練शに
ྟんでいたので100ܕくらいのσβイン
を作することが出来、ؼ国後の自信にܨ
がりました。

後の３ि間はプロトタイプの作で࣮
にお٬様からґཔを受けて出来上がるまࡍ
でを૾して作しました。࣮ࡍの靴に
してみるとࢴܕだけではݟえなかった問題
もたくさんݟえてきて、ࢴܕの線一本の違
いがσβインに༩えるӨڹを強く感͡まし
た。ࢣߨの先生もその線一つにରするଥڠ
をڐさない方で、何度か作りしてやっと
理の形にたどり着くことが出来ました。
イタリアのものͮくりのこだわりを強く感
͡るظ間になりました。

３ϲ月を通して、ඇৗに多くのܹを受
け、靴以外にもイタリアの町、จ化に触れ
ることが出来、イタリアの方が靴にରする
い入れが深いと感͡る面が何度もありࢥ
ました。日本でもϑΝッシϣンの一部では
なく生׆の一部になるような、それだけॏ
ཁな靴を業界全体でり上͛ていければよ
り良い靴つくりのڥもߏஙされるのでは
ないか、と感͡ました。

今後もこのݧܦを生かして、東京の革靴
業界にݙߩできるよう技術と知ࣝをさらに
深めてまいりたいとࢥいます。

会を༩えてくだػ後に、このような࠷
さった東京都産業࿑働局、東都製靴工業ڠ
同߹のօ様、ݚݣ修事業にܞわった全
ての方に৺より感ँਃし上͛ます。

"/"#&--&　ఈ͚ͷ༷ࢠ




